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「
野
分
」
は
明
治
四
十
年
一
月
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
発
表
さ
れ
た
。
こ

の
作
品
の
作
意
を
漱
石
は
、
「
近
盈
「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
』
と
云
ふ
文
章

を
か
く
か
又
は
主
其
意
を
小
説
に
し
た
い
」
（
明
調
。
、
．
Ⅳ
）
と
書
簡
で
高

浜
虚
子
に
予
告
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
近
凌
」
は
大
幅
に
遅
れ
、
実
際
の
起
筆
は
原
稿
締
切
日

，
（
１
）
（
２
）

（
明
調
・
吃
・
加
）
間
際
の
十
二
月
九
日
で
あ
っ
た
。

予
告
か
ら
五
十
有
余
日
経
て
、
漸
く
起
筆
が
な
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
の

従
来
の
考
察
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
次
の
二
説
に
代
表
さ
れ
る
。
一
は
、
漱
石

の
「
色
を
用
事
が
あ
っ
て
ね
早
く
は
出
来
さ
う
も
な
い
」
（
明
調
・
皿
・
皿
）

と
の
虚
子
宛
書
簡
に
着
目
し
、
「
色
言
用
事
」
を
、
「
文
学
論
』
原
稿
の
校

閲
・
講
義
ノ
ー
ト
の
作
成
・
転
居
の
た
め
の
家
探
し
・
家
族
の
病
気
等
煮
を

（
３
）

指
摘
し
、
こ
れ
が
執
筆
を
遅
ら
せ
た
要
因
と
す
る
小
宮
豊
隆
の
意
見
。
一
は
、

漱
石
が
「
あ
の
『
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
』
主
意
を
執
筆
す
る
こ
と
を
あ
き
ら

か
に
し
た
直
後
の
、
森
田
草
平
と
の
手
紙
の
往
復
か
ら
、
突
如
と
し
て
」
混

乱
が
お
こ
り
、
そ
れ
が
延
い
て
は
「
野
分
」
の
構
成
に
「
不
透
明
さ
」
を
生

夏
目
漱
石
小
論

夏
目
漱
石
小
論

ｌ
『
野
分
」
成
立
と
そ
の
周
辺
Ｉ

戸
田
民
‐
子

（
４
）

ぜ
し
め
た
と
す
る
玉
井
啓
之
の
意
見
で
あ
る
。

偶
然
の
齋
し
た
結
果
と
は
い
え
、
物
理
的
要
因
と
し
て
小
宮
説
、
精
神
的

要
因
と
し
て
玉
井
説
を
あ
げ
た
時
、
実
に
判
然
と
整
理
の
つ
く
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。
が
、
筆
者
に
は
精
神
的
要
因
に
今
一
つ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
こ
こ
に
、
改
め
て
そ
の
理
由
を
追
尋
す
る
こ
と
に
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
野
分
」
が
当
初
の
漱
石
の
作
意
と
ど
の
よ
う
な
相
違
を
見

せ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

周
知
の
よ
う
に
英
国
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
漱
石
は
、
第
一
高
等
学
校

・
東
京
帝
国
大
学
等
教
職
に
あ
っ
た
傍
ら
、
小
説
を
書
き
始
め
「
吾
輩
は
猫

で
あ
る
」
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
詔
・
１
１
明
調
・
９
）
で
一
躍
名
声
を
挙
げ
た
。

爾
後
、
矢
継
ぎ
早
の
作
品
発
表
を
行
い
、
い
よ
い
よ
そ
の
名
を
高
く
し
、
そ

の
地
位
を
明
確
に
し
た
の
は
明
治
三
十
九
年
九
月
、
『
新
小
説
』
に
発
表
し

た
「
草
枕
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
（
云
う
ま
で
も
な
く
「
野
分
」
は
こ
の
年
の
十
二

月
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）

四
五



こ
の
「
草
枕
」
発
表
の
一
年
前
頃
よ
り
、
漱
石
の
身
辺
に
は
彼
を
敬
慕
し

て
多
く
の
秀
れ
た
青
年
達
が
近
づ
い
て
来
た
。
所
謂
漱
石
山
脈
に
列
な
る
人

達
も
、
青
年
と
し
て
こ
の
時
期
に
接
近
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
彼
等
の
よ

う
に
漱
石
に
好
意
を
も
っ
て
近
づ
き
、
漱
石
か
ら
も
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
た
青
年
達
が
あ
っ
た
一
方
に
は
、
漱
石
を
し
て
不
快
な
ら
し
め
る
青
年
群

の
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
今
の
青
年
は
（
中
略
）
カ
ラ
駄

目
だ
。
生
意
気
な
許
り
だ
」
（
明
調
・
加
・
９
高
浜
虚
子
宛
）
・
「
未
来
の
日
本

を
作
る
青
年
が
自
己
の
責
任
も
エ
ラ
イ
事
も
何
も
知
ら
ず
に
ワ
ー
ノ
ー
し
て

居
る
」
（
明
調
・
加
・
釦
野
間
真
綱
宛
）
の
書
簡
か
ら
、
又
「
講
義
の
当
時
は

余
が
予
期
せ
る
程
の
刺
激
を
学
生
諸
子
に
与
へ
ざ
り
し
に
（
中
略
）
如
何
に
不

愉
快
の
う
ち
に
講
述
せ
ら
れ
」
（
弓
文
学
論
』
序
」
明
調
。
、
）
た
か
等
の
文
章

か
ら
も
推
察
で
き
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
野
分
」
の
作
意
は
「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
」

で
あ
る
。
そ
し
て
漱
石
の
い
う
「
現
代
の
青
年
」
の
対
象
は
、
右
に
述
べ
た

「
カ
ラ
駄
目
だ
」
の
青
年
達
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
漱
石
の
念
頭
に
は
当
然

の
帰
結
と
し
て
彼
自
身
の
青
年
時
代
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
「
現
代

の
青
年
」
と
、
自
己
の
そ
れ
と
の
対
比
の
上
で
の
右
の
発
言
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
発
言
を
し
た
時
点
で
の
漱

石
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
陥
る
程
の
己
が
青
年
時
代
の

回
顧
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
森
田
草
平
へ
の
書
簡
「
満

腔
の
同
情
を
以
て
あ
の
手
紙
を
よ
み
満
腹
の
同
情
を
以
て
サ
キ
棄
て
た
」

（
明
調
・
加
・
翠
）
も
、
確
か
に
こ
の
一
文
の
み
を
読
め
ば
、
漱
石
は
森
田
の

（
５
）

告
白
ｌ
出
生
の
秘
密
ｌ
に
大
な
る
衝
撃
を
受
け
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、

続
け
て
書
い
た
次
の
文
章

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

余
の
知
る
人
の
う
ち
に
二
三
君
と
同
様
の
境
遇
の
人
あ
り
。
否
境
遇
の

、
、
、
、

人
な
り
と
き
く
。
去
れ
ど
彼
等
は
皆
相
応
に
成
功
の
人
な
り
。
君
も
相
応

、
、
、
、
、
、
、
、
誼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

に
成
功
の
緒
を
得
ば
此
不
幸
を
忘
る
良
を
得
ん
か
。
（
中
略
）
君
が
生
涯
は

、
、
、

是
か
ら
で
あ
る
。
功
業
は
百
歳
の
後
に
価
値
が
定
ま
る
（
中
略
）
余
は
吾
文

を
以
て
百
代
の
後
に
伝
へ
ん
と
欲
す
る
の
野
心
家
な
り
。
（
傍
点
筆
者
以

下
同
断
）

を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
は
森
田
を
激
励
し
な
が
ら
実
は
、

明
治
の
文
学
は
是
か
ら
で
あ
る
。
今
迄
は
眼
も
鼻
も
な
い
時
代
で
あ
る
。

是
か
ら
若
い
人
左
が
大
学
か
ら
輩
出
し
て
明
治
の
文
学
を
大
成
す
る
の
で

あ
る
（
中
略
）
僕
も
（
中
略
）
死
ぬ
迄
後
進
諸
君
の
為
め
に
路
を
切
り
開
い
て
、

幾
多
の
天
才
の
為
め
に
大
な
る
舞
台
の
下
ご
し
ら
へ
を
し
て
働
き
た
い
。

（
明
調
・
加
・
、
若
杉
三
郎
宛
書
簡
）

と
同
じ
く
、
着
実
に
自
己
の
確
立
と
い
う
「
野
分
」
の
主
題
を
固
め
て
い
っ

て
い
る
文
章
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
「
今
度
の
小
説
中
に
は
平
生
僕

が
君
に
話
す
様
な
議
論
を
す
る
男
や
、
夫
か
ら
経
歴
が
（
人
間
は
知
ら
ず
）

、
、
、
、
、
、
、

君
に
似
て
ゐ
る
男
が
出
て
来
る
。
自
然
の
勢
何
と
な
し
に
さ
う
な
る
の
だ
か

ら
君
や
僕
の
事
と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
」
（
明
調
・
皿
・
加
）
と
の
森
田
宛
書

簡
を
も
っ
て
、
高
柳
周
作
を
森
田
草
平
と
即
断
す
る
の
も
、

君
の
手
紙
や
小
宮
の
手
紙
を
小
説
（
「
三
四
郎
」
筆
者
註
）
の
う
ち
に
使

は
う
か
と
思
ふ
。
近
頃
は
大
分
ず
る
く
な
っ
て
何
ぞ
と
い
ふ
と
手
近
な
も

の
を
種
に
し
や
う
と
云
ふ
癖
が
出
来
た
。
（
明
型
・
７
・
釦
鈴
木
三
重
吉
宛

書
簡
）

午

四
六

虹
酉

、



そ
れ
で
は
一
体
何
に
因
っ
て
漱
石
は
、
か
な
り
の
纒
ま
り
を
見
せ
て
い
た

「
野
分
」
の
構
想
を
、
根
底
か
ら
覆
さ
れ
、
遂
に
は
混
乱
の
ま
ま
当
初
の
モ

チ
ー
フ
に
ズ
レ
を
見
せ
な
が
ら
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
－
原
稿
締
切
日
ｌ
と
い

う
物
理
的
事
情
で
執
筆
を
開
始
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

狩
野
さ
ん
か
ら
手
紙
が
来
た
。
そ
こ
で
何
の
用
事
か
と
思
っ
て
開
い
て

見
た
ら
用
事
で
は
な
く
て
只
の
通
信
で
あ
っ
た
。
夫
で
僕
は
驚
ろ
い
た
。

こ
れ
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
三
日
付
で
漱
石
が
、
当
時
京
都
帝
国

（
６
）

大
学
初
代
文
科
大
学
長
で
あ
っ
た
大
学
以
来
の
友
人
狩
野
亨
吉
に
宛
て
た
書

簡
の
冒
頭
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
日
漱
石
は
、
「
用
事
が
な
け
れ
ば
手
紙
を
書

く
人
で
は
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
亨
吉
か
ら
、
思
い
が
け
ず
「
只
の
通

信
」
を
貰
っ
た
。
亨
吉
が
何
故
手
紙
を
寄
こ
し
た
か
に
つ
い
て
漱
石
は
、

「
狩
野
さ
ん
が
余
っ
程
閖
日
月
が
出
来
た
か
然
ら
ず
ん
ば
京
都
の
空
気
を
吸

っ
て
突
然
文
学
的
に
な
っ
」
て
、
「
僕
の
畠
の
方
へ
近
付
い
て
来
た
」
と
一

方
的
判
断
を
下
し
、
大
変
な
喜
び
を
見
せ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
日
の
漱
石
の
返
書
は
二
信
に
亘
っ
て
綴
ら
れ
た
実

に
長
文
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
第
一
信
の
内
容
を
更

夏
目
漱
石
小
論

の
例
に
も
見
え
る
よ
う
に
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
取
材
方
法
の

一
端
で
あ
る
。
｝
」
う
し
た
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
森
田
と
の
往
復
書
簡
に

の
み
執
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
に
「
野
分
」
に
お
け

る
白
井
道
也
の
占
め
る
位
置
の
大
き
さ
を
思
え
ば
、
な
お
の
こ
と
そ
う
思
わ

れ
る
。

二 1

9

に
詳
述
し
た
第
二
信
で
あ
ろ
う
。
亨
吉
を
「
尤
も
理
窟
の
分
っ
た
人
間
だ
と

、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、

認
め
る
か
ら
し
て
又
僕
の
生
活
の
長
部
分
を
知
っ
て
ゐ
る
」
人
物
、
と
判
断

し
た
漱
石
は
、
「
君
の
朋
友
な
る
夏
目
と
い
ふ
人
間
は
こ
ん
な
男
で
あ
る
と

い
ふ
事
を
紹
介
」
す
る
た
め
に
長
文
を
認
め
た
。
そ
の
主
旨
は
、
「
余
は
比

較
的
に
ハ
ー
ム
レ
ス
な
男
で
あ
る
。
進
ん
で
人
と
争
ふ
を
好
ま
ね
ば
こ
そ

（
中
略
）
退
い
て
只
一
人
安
き
を
得
れ
ば
よ
い
と
云
ふ
謙
遜
な
態
度
で
」
十
年

前
東
京
を
捨
て
た
。
し
か
し
、
「
今
の
僕
は
松
山
へ
行
っ
た
時
の
僕
で
は
な

、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、

い
。
（
中
略
）
ど
ん
な
事
が
あ
ら
う
と
も
十
年
前
の
事
実
は
繰
り
返
す
ま
い
。

今
迄
は
己
れ
の
如
何
に
偉
大
な
る
か
を
試
す
機
会
が
な
か
っ
た
。
己
れ
を
信

頼
し
た
事
が
一
度
も
な
か
っ
た
。
朋
友
の
同
情
と
か
目
上
の
御
情
と
か
、
近

所
近
辺
の
好
意
と
か
を
頼
り
に
し
て
生
活
し
や
う
と
の
み
生
活
し
て
ゐ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

是
か
ら
は
そ
ん
な
も
の
は
決
し
て
あ
て
に
し
な
い
（
中
略
）
余
は
余
一
人
で
行

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
所
迄
行
っ
て
、
行
き
尽
い
た
所
で
整
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
は

真
に
生
活
の
意
味
が
分
ら
な
い
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漱
石
は
、
十
年
前
の

自
分
と
今
日
の
自
分
と
で
は
、
白
井
道
也
が
「
あ
の
時
分
は
今
と
は
大
分
考

へ
も
違
っ
て
ゐ
た
」
（
三
）
と
思
う
よ
う
に
、
漱
石
も
ま
た
余
程
考
え
が
変
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
繰
り
返
し
例
を
挙
げ
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
野
分
」
の
構
想
を
考
案
中
で
あ
っ
た
漱
石
の
も
と
へ
、
ま
さ
に
偶
然
、

亨
吉
か
ら
来
信
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
漱
石
は
、
自
身
の
青
年
時
代
の

生
き
方
を
、
改
め
て
凝
視
し
整
理
報
告
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
と
同
時
に

漱
石
は
、毎
日
鏡
ヲ
見
ル
者
〈
昨
日
ノ
吾
ト
今
日
の
吾
ト
同
ジ
ト
思
ヘ
リ
。
今
日

一
宅
才

の
吾
と
明
日
の
吾
ト
モ
同
ジ
者
と
思
ヘ
リ
。
か
く
し
て
十
年
立
っ
て
始
メ

四
七

旬

す
り



テ
十
年
前
の
吾
の
大
｝
一
異
ナ
ル
ヲ
悟
ル
。
明
治
ノ
世
一
一
住
ム
者
モ
斯
ノ
如

シ
。
今
年
〈
明
年
の
如
く
又
昨
年
二
似
タ
リ
ト
思
ヘ
リ
。
明
治
四
十
年
ニ

ナ
ッ
テ
明
治
元
年
ヲ
回
顧
シ
タ
ル
洋
始
メ
テ
其
変
化
ノ
大
ナ
ル
ニ
驚
ロ
ク
。

（
『
断
片
』
明
治
三
十
九
年
）

や
、

明
治
ノ
三
十
九
年
｝
天
過
去
ナ
シ
。
単
一
一
過
去
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
現

在
ナ
シ
、
只
未
来
ア
ル
ノ
ミ
。
（
『
断
片
』
明
治
三
十
九
年
）

あ
る
い
は
、

自
己
〈
過
去
ト
未
来
ノ
ー
連
鎖
ナ
リ
。
／
①
ワ
レ
ハ
親
ノ
為
一
一
生
存
ス

ル
カ
／
⑨
ワ
レ
ハ
自
己
ヲ
樹
立
セ
ン
ガ
為
メ
’
一
生
存
ス
ル
カ
／
⑧
ワ
レ
ハ

子
ノ
為
メ
ニ
生
存
ス
ル
カ
（
『
断
片
』
明
治
三
十
九
年
）

、
、
、

と
い
う
「
野
分
」
の
モ
チ
ー
フ
に
重
要
な
関
係
を
見
せ
る
一
文
を
、
既
に
十

、
、
年
前
に
も
の
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

わ
れ
一
転
せ
ぱ
猿
た
ら
ん
わ
れ
一
転
せ
ぱ
神
た
ら
ん
わ
が
既
住
三
十
年

刻
し
て
眉
宇
の
間
に
あ
り
明
鏡
の
裡
わ
れ
焉
ん
ぞ
わ
れ
を
斯
き
得
ん
猿
の、

同
類
か
神
の
親
戚
か
須
ら
く
自
家
の
眼
面
を
熟
視
し
て
推
量
一
番
せ
よ
わ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

れ
は
わ
が
父
母
の
墓
碑
銘
わ
が
子
は
わ
が
伝
記
抄
録
な
り
（
中
略
）
父
母
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、

薬
罐
を
受
継
ぎ
之
を
子
孫
に
讓
る
が
能
な
ら
ば
わ
れ
は
唯
一
個
の
電
信
線

に
過
ぎ
ざ
ら
ん

と
い
う
明
治
三
十
年
一
月
に
書
い
た
『
無
題
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
年
前

の
漱
石
は
折
角
自
己
の
確
立
を
萠
芽
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
文
章

の
表
現
方
法
や
あ
る
い
は
続
け
て
そ
こ
に
書
い
た
「
漱
石
子
遂
に
猿
に
退
化

せ
ん
か
将
た
神
に
昇
進
せ
ん
か
抑
も
亦
元
杢
阿
弥
か
南
無
愚
陀
仏
／
生
れ
得

一
方
、
右
の
亨
吉
宛
書
簡
で
今
一
点
看
過
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
本
稿
第
一
章
で
既
述
し
た
十
月
二
十
二
日
夜
中
に
森
田
草
平
が
か
い
た

．
、
、

手
紙
が
告
白
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
漱
石
の
こ
の
書
簡
も
又
亨
吉
に
対
す
る

、
、
告
白
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
「
卒
業
論
文
を
よ
ん
で
居
る
と
頭

脳
が
論
文
的
に
な
っ
て
仕
舞
に
は
自
分
も
何
か
英
語
で
論
文
で
も
書
い
て
見

た
く
な
り
ま
す
（
中
略
）
僕
は
何
で
も
人
の
真
似
が
し
た
く
な
る
男
と
見
え
る
。

泥
棒
と
三
日
居
れ
ば
必
ず
泥
棒
に
な
り
ま
す
」
（
明
調
・
５
・
田
虚
子
宛
書
簡
）

と
い
う
漱
石
の
性
癖
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
日
の
告
白
に
は
前
日
の
森
田
の
そ

れ
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
「
野
分
」
の
人
物
形
象
を
考
え
た
時
、
従
来
よ
く
言
わ
れ
る
所
謂

モ
デ
ル
論
と
し
て
の
白
井
道
也
Ｉ
漱
石
・
高
柳
周
作
Ｉ
森
田
説
は
、
こ
の
時

点
ｌ
漱
石
が
亨
吉
に
返
書
を
認
め
た
段
階
Ｉ
で
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

、
、
、
、
、

て
こ
の
時
点
で
漱
石
は
、
新
た
に
有
意
無
意
識
裡
に
白
井
道
也
の
中
に
亨
吉

（
７
）

を
ｌ
高
柳
周
作
の
中
に
森
田
の
み
な
ら
ず
漱
石
自
身
を
投
影
さ
せ
た
よ
う
に

ｌ
自
己
と
二
重
写
し
の
形
で
浮
上
さ
せ
た
。
こ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
道
也

の
中
か
ら
漱
石
自
身
の
後
退
を
意
味
す
る
。
更
に
こ
れ
は
、
漱
石
自
身
が
「
現

四
八

て
わ
れ
御
目
出
度
顔
の
春
」
を
み
て
も
窺
え
る
よ
う
に
、
所
謂
俳
句
趣
味
的

世
界
に
抵
個
し
て
い
た
。
が
、
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
漱
石
が
十
年
前

に
萠
芽
さ
せ
潜
在
意
識
と
し
て
内
包
し
続
け
て
き
た
自
己
認
識
を
、
改
め
て

喚
起
さ
せ
、
更
に
は
立
ち
向
か
わ
せ
る
決
意
を
さ
せ
た
人
が
狩
野
亨
吉
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三

妙

で
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｜、

代
の
青
年
に
告
ぐ
」
る
も
の
が
、
稀
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ

れ
を
端
的
に
顕
わ
し
た
も
の
が
、
四
日
後
、
鈴
木
三
重
吉
か
ら
人
生
の
先
輩

と
し
て
教
訓
を
求
め
ら
れ
た
時
の
言
葉
、
「
僕
に
教
訓
な
ん
て
飛
ん
で
も
な

い
事
だ
。
僕
は
人
の
教
訓
に
な
る
様
な
行
を
し
て
居
ら
ん
」
（
明
調
。
ｍ
・
沁
）

で
あ
る
。
更
に
そ
れ
を
よ
り
判
然
と
さ
せ
た
の
は
、
「
只
一
っ
君
に
教
訓
し

た
き
事
が
あ
る
。
是
は
僕
か
ら
教
へ
て
も
ら
っ
て
決
し
て
損
の
な
い
事
」
で

始
ま
る
三
重
吉
へ
の
「
第
二
信
」
で
あ
る
。

「
第
二
信
」
を
読
ん
で
気
づ
く
こ
と
は
、
結
局
こ
の
書
簡
は
そ
の
四
日
前
、

亨
吉
に
宛
て
た
返
書
内
容
の
再
確
認
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
亨
吉
に
、

「
ど
の
位
人
が
自
分
の
感
化
を
う
け
て
、
ど
の
位
自
分
が
社
会
的
分
子
と
な

っ
て
未
来
の
青
年
の
肉
や
血
と
な
っ
て
生
存
し
得
る
か
を
た
め
し
て
見
た

い
」
と
述
ぺ
た
と
同
じ
こ
と
を
三
重
吉
に
も
「
維
新
の
志
士
の
如
き
烈
し
い

精
神
で
文
学
を
や
っ
て
見
た
い
」
と
述
ゞ
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書

簡
は
、
自
己
の
青
年
時
代
の
轍
を
現
代
の
青
年
に
踏
ん
で
も
ら
い
た
く
な
い

と
の
外
に
向
け
て
の
願
望
、
あ
る
い
は
教
訓
で
は
な
く
む
し
ろ
漱
石
自
身
の

内
に
向
け
て
の
内
的
決
意
表
明
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、

も
し
右
の
書
簡
が
外
向
的
な
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
真
に
「
現
代

の
青
年
に
告
ぐ
」
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
当
然
漱
石
は
こ
の
時
期
に
「
野

分
」
の
執
筆
を
開
始
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。

問
題
は
む
し
ろ
、
自
己
内
部
の
認
識
及
び
決
意
を
ど
う
し
て
漱
石
は
「
教

訓
」
と
い
う
表
現
に
し
て
し
ま
っ
た
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、

夏
目
漱
石
小
論

1

日

q

四

○
岩
田
の
手
紙
中
に
第
一
程
学
校
ら
し
か
ら
ぬ
学
校
は
な
く
第
一
の
教
師

程
教
師
ら
し
か
ら
ぬ
は
な
し
と
有
之
実
際
左
程
に
候
や
随
分
御
骨
の
折
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、

る
事
と
存
候
邦
家
の
為
御
改
革
可
然
か
と
申
せ
ば
世
の
中
の
学
校
は
大
概

、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、

こ
ん
な
も
の
と
御
返
答
あ
る
・
へ
け
れ
ば
其
辺
の
事
は
別
段
申
上
ま
じ
く
候

（
明
躯
・
２
．
５
亨
吉
宛
書
簡
）

○
万
古
不
易
と
云
ふ
等
へ
き
代
物
（
明
記
・
７
．
３
菅
虎
雄
宛
耆
簡
）

○
狩
野
さ
ん
と
云
ふ
人
は
用
事
が
な
け
れ
ば
手
紙
を
か
く
人
で
は
な
い
。

し
か
も
其
手
紙
た
る
や
官
庁
の
通
牒
的
な
も
の
に
限
る
と
思
っ
て
居
た

（
明
調
・
叩
・
羽
亨
吉
宛
害
簡
）

右
の
例
文
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
三
日
迄
の
漱
石
の
描
い
た
狩
野

亨
吉
像
で
あ
る
。
こ
の
亨
吉
観
を
も
っ
て
漱
石
が
、
そ
の
作
品
の
中
で
初
め

て
亨
吉
を
具
体
的
に
形
象
さ
せ
た
の
が
、
「
猫
」
に
お
け
る
八
木
独
仙
で
あ

づ
（
〕
Ｏ

独
仙
は
、
「
夢
に
迄
肝
癩
を
起
」
こ
す
程
に
な
っ
た
苦
沙
弥
に
対
し
て
、

「
び
ん
助
や
き
し
や
ご
が
何
を
云
っ
た
っ
て
知
ら
ん
顔
を
し
て
居
れ
ば
い
比

ぢ
や
な
い
か
。
ど
う
せ
下
ら
ん
の
だ
か
ら
（
中
略
）
人
が
気
に
喰
は
ん
、
喧
嘩

を
す
る
、
先
方
が
閉
口
し
な
い
、
法
廷
へ
訴
へ
る
、
法
廷
で
勝
つ
、
夫
で
落

着
と
思
ふ
の
は
間
遠
さ
。
心
の
落
着
は
死
ぬ
迄
焦
っ
た
っ
て
片
付
く
事
が
あ

る
も
の
か
（
中
略
）
山
が
あ
っ
て
隣
国
へ
行
か
れ
な
け
れ
ば
、
山
を
崩
す
と
云

マ
マ

ふ
考
を
起
す
代
り
に
、
隣
国
へ
行
か
ん
で
も
困
ら
な
い
と
云
ふ
工
夫
を
す
る
。

山
を
越
さ
な
く
と
も
満
足
だ
と
云
ふ
心
持
を
養
成
す
る
の
だ
」
と
述
べ
、

四
九
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〆

（
８
）

「
消
極
的
の
修
養
で
安
心
を
得
ろ
」
（
八
）
と
説
教
を
す
る
。

そ
う
し
た
悟
達
の
人
と
思
い
込
ん
で
い
た
人
物
か
ら
、
「
只
の
手
紙
」
が

き
て
、
拘
泥
す
る
人
漱
石
は
感
激
し
、
既
述
の
よ
う
な
長
文
を
書
い
た
。
こ

の
長
文
を
書
き
終
え
た
時
、
漱
石
に
は
心
中
密
か
に
期
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
亨
吉
か
ら
の
返
書
で
あ
る
。

丁
度
森
田
の
告
白
に
対
し
て
自
分
が
実
に
丁
寧
な
返
書
を
認
め
た
よ
う
に
。

し
か
し
、
亨
吉
か
ら
の
返
事
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
又
漱
石
に
は
「
只
の
手
紙
」
を
貰
っ
た
時
以
上
に
大
き
な
衝

、
、
、
、
、

、
、
、
℃
、
、
、
、

鑿
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
変
わ
ら
ぬ
人
（
亨
吉
）
が
応
変
し
た
と
早
合

、
、
、

点
し
た
自
分
の
判
断
の
甘
さ
に
、
そ
し
て
「
朋
友
の
同
情
と
か
目
上
の
御
情
」

と
訣
別
し
た
筈
の
自
分
が
、
又
を
そ
れ
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
漱
石

は
強
い
衝
撃
を
う
け
た
。
し
か
も
こ
の
時
期
漱
石
は
、
ま
だ
「
個
人
主
義
は

人
を
目
標
と
し
て
向
背
を
決
す
る
前
に
、
ま
づ
理
非
を
明
ら
め
て
、
去
就
を

定
め
る
の
だ
か
ら
、
或
場
合
に
は
た
っ
た
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
、
淋
し
い

心
持
が
す
る
の
で
す
」
（
『
私
の
個
人
主
義
』
大
４
．
３
・
理
や
、
「
私
は
淋
し

い
人
間
で
す
」
（
七
）
と
い
う
「
こ
虫
ろ
」
（
大
３
．
４
・
訓
ｌ
同
・
８
．
皿
）
の

、
、
先
生
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
非
常
な
激
し
い
思
い
が
漱
石

の
脳
裡
を
去
来
し
た
。
三
重
吉
に
あ
の
手
紙
を
書
か
せ
、
更
に
は
「
激
越
悲

（
９
）
壮
」
な
「
『
文
学
論
』
序
」
（
明
調
。
、
）
を
同
時
期
に
書
か
せ
る
こ
と
に
な
づ

た
の
も
、
偏
に
こ
の
衝
撃
が
原
因
と
な
っ
た
。

五

も

漱
石
が
大
学
を
卒
業
後
、
松
山
↓
熊
本
↓
英
国
↓
東
京
と
動
い
た
よ
う
に
、

』
Ｐ
ト

『
、

五
○

亨
吉
も
ま
た
卒
業
後
金
沢
↓
熊
本
↓
東
京
↓
京
都
を
遍
歴
し
た
。
周
知
の
よ

う
に
こ
の
二
人
は
熊
本
・
東
京
で
は
同
じ
学
校
に
籍
を
お
い
て
い
る
。
ｌ
第

五
高
等
学
校
へ
は
漱
石
が
、
第
一
高
等
学
校
へ
は
亨
吉
が
、
各
灸
を
招
聰
し

（
皿
）
た
。
Ｉ
「
東
西
に
狙
侠
」
（
「
『
文
学
論
』
序
」
）
し
て
き
た
と
い
う
経
歴
上
の
意

味
に
お
い
て
よ
く
似
た
二
人
は
、
柤
挾
の
後
東
京
に
戻
っ
た
。
丁
度
「
八
年

前
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
田
舎
の
中
学
を
二
三
箇
所
流
し
て
歩
い
た
末
、
去

年
の
春
瓢
然
と
東
京
へ
戻
っ
て
来
た
」
白
井
道
也
を
、
「
道
也
の
進
退
を
か

く
形
容
す
る
の
適
否
は
作
者
と
雄
ど
も
受
合
は
い
」
（
ご
と
漱
石
が
云
う
よ

う
に
、
二
人
は
最
終
的
に
は
東
京
へ
戻
っ
て
き
て
、
以
後
東
京
を
動
か
な
い
。

ま
た
漱
石
が
明
治
四
十
年
四
月
、
一
切
の
教
職
を
捨
て
て
東
京
朝
日
新
聞
社

に
入
社
し
、
「
筆
の
力
」
で
社
会
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
た
時
、
亨

吉
も
又
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
を
辞
す
る
決
意
（
辞
職
は
翌
四
十
一
年
）
を

し
て
い
る
。

た
だ
し
、
漱
石
が
「
米
塩
の
資
に
窮
せ
ぬ
位
の
給
料
を
く
れ
る
」
（
『
入
社

の
辞
』
明
如
・
５
．
３
）
や
、
坂
元
（
当
時
白
仁
）
三
郎
に
宛
て
た
実
に
精
細
な
身

分
保
証
の
問
い
合
わ
せ
書
簡
（
明
知
・
３
・
皿
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
活

設
計
を
十
分
に
考
え
た
上
で
の
辞
職
に
対
し
て
、
亨
吉
の
場
合
は
そ
う
し
た

（
皿
）

こ
と
を
全
く
度
外
視
し
た
辞
職
で
あ
っ
た
。
し
か
も
亨
吉
は
、
こ
の
京
都
を

退
い
て
後
、
没
す
る
ま
で
の
三
十
五
年
間
、
一
切
公
的
地
位
に
つ
く
こ
と
を

潔
し
と
せ
ず
、
市
井
の
片
隅
に
隠
栖
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
漱
石
は
、
終

生
世
間
よ
り
脚
光
を
浴
び
続
け
た
。
経
歴
上
か
ら
は
相
似
た
二
人
も
よ
く
見

る
と
、
こ
の
よ
う
に
、
在
野
の
人
の
な
り
方
に
大
き
な
相
違
ｌ
似
て
非
な
る

、

も
の
ｌ
が
見
ら
れ
る
。

u,
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明
治
二
十
七
年
三
月
、
金
沢
ｌ
第
四
高
等
学
校
ｌ
を
辞
職
し
て
以
来
亨
吉

は
、
「
浪
人
と
な
っ
て
居
た
が
仕
官
の
望
み
」
は
「
な
か
っ
た
」
（
『
沢
柳
君
と

余
と
の
関
係
』
）
。
そ
れ
は
、
「
教
育
に
従
事
す
る
の
念
既
に
薄
ら
ぎ
今
や
他
の

方
面
に
向
く
ん
と
す
る
」
（
明
鋤
・
１
．
７
日
記
）
志
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ

、
、

と
亨
吉
は
説
明
す
る
。
そ
の
間
四
年
に
亘
る
亨
吉
の
浪
人
暮
ら
し
は
、
熱
心

に
集
め
た
書
籍
を
「
乏
費
を
補
〈
ん
た
め
」
（
明
調
・
３
．
妬
日
記
）
「
究
乏

を
救
〈
ん
た
め
」
（
同
・
４
・
狸
日
記
）
に
売
却
し
て
、
漸
う
凌
い
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
程
の
惨
惟
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
窮
状
を
見
か
ね
た
友
人

達
が
持
ち
込
ん
で
く
る
糊
口
話
し
に
対
す
る
亨
吉
の
反
応
は
、
常
に
、
「
窮

（
廻
）

乏
せ
り
と
雌
ど
も
磯
飢
に
瀕
せ
ず
」
（
明
訓
・
５
・
妬
日
記
）
で
あ
っ
た
。
亨

吉
が
固
辞
し
て
動
か
な
い
の
は
、
決
し
て
「
教
育
に
従
事
す
る
の
念
」
が
薄

ら
い
だ
か
ら
で
は
な
く
、
金
沢
で
経
験
し
た
体
制
側
に
与
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
自
分
の
性
情
が
、
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

（
喝
）

こ
の
亨
吉
が
そ
の
後
心
な
ら
ず
も
教
職
に
身
を
置
い
た
の
は
、
物
理
的
に

は
極
貧
か
ら
の
脱
出
、
精
神
的
に
は
「
教
育
に
従
事
す
る
の
念
」
の
理
由
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
亨
吉
の
心
中
に
は
野
に
下
り
、
一
市
井
人
と
し

て
生
涯
を
送
り
た
い
と
の
考
え
が
常
に
働
い
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
亨
吉
に
は
、

公
序
の
中
に
身
を
置
き
難
い
思
想
上
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
漱
石
が
亨
吉
に
与
え
た
書
簡
を
書
い
た
時
も
既
に
亨
吉
は
、
私

人
と
し
て
生
き
る
準
備
を
始
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
い
う
彼
の
所
へ
、

激
烈
な
手
紙
が
き
て
も
、
亨
吉
に
は
返
事
の
仕
様
も
な
か
っ
た
。
更
に
は
、

、
、
、

漱
石
が
「
殼
気
談
」
を
吐
い
た
内
容
を
、
亨
吉
は
既
に
十
年
前
に
経
験
し
、

夏
目
漱
石
小
論

整
理
し
終
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
金
沢
を
引
き
あ
げ
る
日
の
次
の
日
記

に
詳
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

鳴
呼
余
の
事
を
避
け
生
を
養
ハ
ん
と
つ
と
む
る
一
日
に
あ
ら
ず
し
か
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

世
間
の
事
し
う
ね
く
心
に
纒
ひ
過
ぎ
に
し
経
験
を
億
へ
ぱ
胸
を
圧
し
来
ら

ん
境
遇
を
察
す
れ
ば
気
を
苦
し
む
る
の
み
多
か
り
い
で
ほ
れ
ト
ー
し
き
憂

、
、
、
、
、
Ｑ
、
、
、

を
去
り
た
目
よ
は
し
き
虚
を
遣
り
如
意
の
精
神
を
守
ら
ん
（
中
略
）
ま
づ
し

き
生
活
を
送
る
と
も
何
話
か
慨
か
ん
分
に
応
じ
て
や
ま
し
き
心
を
出
さ
じ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
帝
王
た
る
に
勝
れ
り
う
し
ろ
め
た
き
企
謀
に
敗
れ
た
る
も
何
を
か
恨
ま

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ん
人
知
ら
ず
と
も
天
の
判
決
あ
り
今
我
斯
道
の
端
に
出
て
遙
に
如
意
の
光

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

明
を
認
む
車
馬
の
達
す
雫
へ
き
に
あ
ら
ず
権
勢
の
致
す
べ
き
に
あ
ら
ず
百
難

前
途
を
陣
き
り
衆
人
実
在
を
疑
ふ
し
か
も
よ
く
極
地
に
達
し
之
に
浴
す
も

の
あ
ら
ば
其
人
万
丈
の
光
焔
を
発
し
普
く
三
世
十
界
を
照
し
無
量
の
功
徳

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
布
か
ん
わ
が
退
官
の
本
因
〈
こ
こ
に
関
〈
れ
り
我
時
を
俟
て
釈
迦
耶
蘇

、
、
、
、
℃
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
道
を
発
揮
し
無
明
罪
過
の
出
路
を
準
塞
し
一
切
有
情
を
し
て
等
し
く
如

、
、
、
、
、
泊
、
、
、
、
、
、
、
泊
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

意
自
在
の
真
願
を
起
さ
し
め
不
可
思
議
の
清
浄
楽
を
得
せ
し
め
ん
（
明
”
〃

４
・
加
）

で
あ
る
。
傍
点
箇
所
に
示
さ
れ
た
亨
吉
の
激
し
い
苦
悶
を
漱
石
は
気
づ
い
て
、
、

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
漱
石
は
、
亨
吉
の
形
式
的
辞
任
の
理
由
「
家
事

巳
Ｌ
の
為
金
沢
に
仕
留
す
る
を
能
は
ざ
る
」
（
明
”
・
３
・
副
日
記
）
を
額
面
通
り

受
け
と
り
、
窮
乏
生
活
を
送
っ
て
い
て
も
、
悟
達
の
人
と
亨
吉
を
見
て
い
た
。

こ
の
理
解
の
仕
方
を
も
っ
て
漱
石
は
、
白
井
道
也
を
「
世
間
が
己
れ
を
容
れ

ぬ
か
ら
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
世
が
容
れ
ぬ
な
ら
何
故
こ
ち
ら
か
ら
世
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

容
れ
ら
れ
や
う
と
は
せ
ぬ
？
世
に
容
れ
ら
れ
様
と
す
る
刹
那
に
道
也
は
奇
麗

五
一

h■



6

１
世
間
か
ら
見
事
に
「
消
滅
し
て
仁
舞
ふ
」
人
は
狩
野
亨
吉
で
あ
っ
て
、
白

井
道
也
で
は
な
い
。
道
也
は
江
湖
の
処
士
と
は
な
っ
た
が
、
「
筆
の
力
」
で

、
、
、
、
、
、
、
、

再
び
世
間
に
出
て
い
く
人
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
道
也
は
「
同
情
は
正
し
き

所
、
高
き
所
、
物
の
理
窟
の
よ
く
分
か
る
所
に
聚
ま
る
と
早
合
点
し
て
、
此
年

Ｉ

を
今
度
こ
そ
、
今
度
こ
そ
と
、
経
験
の
足
ら
ぬ
吾
身
に
、
待
ち
受
け
た
の
は
生

涯
の
誤
り
で
あ
る
（
中
略
）
落
ち
付
い
て
住
め
ぬ
世
を
住
め
る
様
に
し
て
や
る

の
が
天
下
の
士
の
仕
事
で
あ
る
」
（
二
と
、
社
会
的
使
命
観
か
ら
説
く
。
こ

の
道
也
の
考
え
は
、
本
稿
二
章
に
既
述
し
た
漱
石
の
亨
吉
宛
書
簡
内
容
と
同

、
、
、
、
、
、
、
℃

一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
間
に
出
て
い
く
人
道
也
は
漱
石
そ
の
人
で
あ
る
。

先
に
（
五
章
）
出
処
を
例
に
と
っ
て
二
人
の
相
違
を
み
た
が
、
こ
こ
に
も

又
右
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
更
に
も
う
一
点
、
対
社
会
観
で
二
人
の

相
違
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
「
学
習
院
」
を
例
に
あ
げ
て
み
た
い
。
な
ぜ

、
、

、
、
、
、

な
ら
ば
、
二
人
が
大
学
を
辞
職
し
た
理
由
が
共
に
大
学
（
官
界
）
に
対
す
る

、
、
不
満
で
あ
っ
た
こ
と
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
二
人
の
辞
職
行
為
は
国
家
体
制
か
ら
の
離
脱
の
実
践
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
所
謂
明
治
の
知
識
人
と
し
て
の
二
人
が
野
に
下
り
、
自
由
人

と
な
っ
て
明
治
と
い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
。
こ
れ
を
、
明
治

の
国
家
体
制
の
象
徴
的
存
在
の
一
つ
と
し
て
の
「
学
習
院
」
を
例
に
あ
げ
て

考
え
た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

漱
石
は
、
白
井
道
也
の
口
を
借
り
て
「
明
治
四
十
年
の
日
月
は
、
明
治
開

、
、
、
、
、
、
、
、

に
消
滅
し
て
仕
舞
ふ
」
（
一
）
と
形
象
し
て
「
野
分
」
に
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
ハ一

屋

卓

五
二

化
の
初
期
で
あ
る
（
中
略
）
政
治
家
は
〃
一
大
事
業
を
し
た
積
り
で
居
る
。
学
者

マ
マ
｜

も
一
大
事
業
を
し
た
積
で
居
る
。
実
業
家
も
軍
人
も
み
ん
な
一
大
事
業
を
し

マ
マ
マ
マ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
積
で
居
る
。
し
た
積
で
居
る
が
そ
れ
は
自
分
の
積
り
で
あ
る
。
明
治
四
十

年
の
天
地
に
首
を
突
き
込
ん
で
居
る
か
ら
、
し
た
積
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
活
、

’
一
弾
指
の
間
に
何
が
出
来
る
」
（
十
一
）
と
、
明
治
の
近
代
化
を
批
判
し
た
。

漱
石
が
命
を
受
け
英
国
に
留
学
し
、
「
あ
る
日
本
人
は
害
を
本
国
に
致
し

て
余
を
狂
気
な
り
」
と
伝
え
ら
れ
る
程
、
ま
た
「
英
国
紳
士
の
間
に
あ
っ
て

狼
群
に
伍
す
る
一
匹
の
む
く
犬
の
如
く
、
あ
は
れ
な
る
生
活
を
営
」
（
「
『
文
学

論
』
序
」
）
ん
で
迄
、
必
死
に
勉
強
し
た
の
は
明
治
の
知
識
人
に
通
有
す
る
国

家
意
識
か
ら
で
あ
っ
た
。
決
し
て
「
積
り
」
意
識
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
た

め
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
十
年
の
日
月
は
「
積
り
」
の
儘
エ
セ

近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
推
進
し
た
人
物
達
の
中
枢
機
関
と

し
て
「
学
習
院
」
は
位
置
し
て
い
た
。

明
治
二
十
六
年
八
月
、
漱
石
は
学
習
院
に
就
職
が
決
ま
り
か
け
て
い
た
。

し
か
し
、
「
朝
寄
宿
舎
に
夏
目
を
訪
ふ
（
中
略
）
留
守
中
村
田
来
る
午
後
四
時

亦
来
云
ふ
学
習
院
の
位
地
終
に
重
見
に
帰
し
夏
目
〈
遂
に
敗
れ
た
り
是
偏
に

工
藤
の
好
計
に
出
る
な
り
と
」
朗
泌
・
８
．
型
亨
吉
日
記
）
や
、
「
学
習
院

の
方
は
落
第
と
事
が
極
っ
た
」
（
『
私
の
個
人
主
義
』
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
不

首
尾
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
学
習
院
に
漱
石
は
、
大
正
四
年
三
月
講
演
の
た
め

出
向
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
漱
石
は
、
学
習
院
と
い
う
学
校
は
「
社
会
的

地
位
の
好
い
人
が
這
入
る
学
校
の
や
う
に
世
間
か
ら
見
倣
さ
れ
て
居
り
」
、

「
向
後
貴
方
が
た
に
附
随
し
て
く
る
も
の
＆
う
ち
で
第
一
番
に
挙
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
権
力
で
あ
り
」
、
「
貴
方
が
た
は
正
し
く
妨
害
（
他
人
の
自
我

壷
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を
妨
害
筆
者
註
）
し
得
る
地
位
に
将
来
立
つ
人
が
多
い
か
ら
で
す
。
貴
方
が

た
の
う
ち
に
は
権
力
を
用
ひ
得
る
人
が
あ
り
、
又
金
力
を
用
ひ
得
る
人
が
沢

山
あ
る
」
、
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
「
貴
方
が
た
」
に
自
分
は
、
「
自
己
の
個
性

の
発
展
を
仕
遂
げ
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
同
時
に
他
人
の
個
性
も
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
『
私
の
個
人
主
義
』
）
こ
と
を
話
し
に
来
た
と
説
明
し
て
い

る
。
漱
石
の
こ
の
言
動
は
、
「
筆
の
力
」
で
外
に
出
る
白
井
道
也
の
意
識
及

び
行
動
力
と
合
致
す
る
。

七

、
、

、
、

第
四
高
等
学
校
を
辞
し
て
浪
人
し
て
い
た
亨
吉
の
も
と
へ
多
く
の
仕
官
の

口
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
し
て
そ
れ
を
辞
退
す
る
理
由
も
「
磯
飢
に
瀕

せ
ず
」
で
徹
し
た
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

唯
一
つ
招
聰
の
経
過
及
び
断
り
の
理
由
を
詳
述
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

明
治
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
の
日
記
「
朝
大
村
仁
太
郎
近
衛
学
習
院
長
の

、
、
、

書
を
商
ら
し
来
り
亦
就
任
を
勧
誘
す
」
に
見
ら
れ
る
学
習
院
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
亨
吉
は
、
「
学
習
院
〈
皇
子
皇
族
を
も
入
学
せ
し
む
る
と

こ
ろ
」
で
あ
り
、
「
皇
尊
に
対
す
る
敬
礼
の
如
き
臣
民
平
族
の
一
般
守
る
・
へ

き
者
執
に
あ
る
も
遊
〈
ざ
る
べ
け
ん
や
」
、
ま
た
学
習
院
は
「
高
等
社
会
の

子
弟
を
薫
陶
す
る
と
こ
ろ
」
で
あ
っ
て
、
「
教
職
に
あ
る
も
の
其
責
任
大
な

る
こ
と
共
に
又
社
会
に
及
ぼ
す
偉
大
の
勢
力
を
有
す
礪
昔
教
訓
を
施
せ
る
者

明
日
将
に
国
家
の
枢
機
を
と
る
者
」
が
多
く
い
る
学
校
だ
か
ら
就
任
せ
よ
と

誘
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
亨
吉
は
、

我
生
れ
て
貧
賤
に
長
じ
世
慾
を
増
長
す
る
の
縁
に
遇
〈
ず
故
に
又
交
礼

夏
目
漱
石
小
論

I

1

漱
石
が
亨
吉
に
比
し
て
、
明
治
の
近
代
化
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

、
、

い
う
国
家
意
識
表
明
が
よ
り
著
し
い
の
は
、
近
代
化
を
疾
く
に
成
し
遂
げ
て

い
た
英
国
を
、
目
の
あ
た
り
に
見
聞
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
い
か
に
不
快
極
ま
る
三
年
間
の
留
学
生
活
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、

漱
石
は
見
る
べ
き
は
学
ぶ
ゞ
へ
き
は
キ
チ
ン
と
見
て
き
て
い
た
。
そ
の
国
家
意

識
を
も
っ
て
「
筆
の
力
」
で
「
現
代
の
青
年
」
に
告
げ
よ
う
と
し
た
時
、
端

五
三

を
修
む
る
の
意
な
し
唯
一
時
誤
て
教
学
の
任
に
当
り
自
か
ら
勤
め
自
か
ら

慎
み
守
っ
て
寸
毫
を
失
〈
ん
こ
と
を
催
れ
な
り
き
し
か
も
志
〈
常
に
余
を

駆
て
江
湖
に
優
遊
し
て
自
適
せ
し
め
ん
と
す
此
志
を
害
す
る
こ
と
な
く
し

て
我
微
力
を
致
す
と
こ
ろ
な
ら
ば
我
之
を
辞
せ
じ
何
を
か
我
志
を
害
せ
ず

と
な
す

と
断
わ
り
、
ま
げ
て
就
任
せ
よ
と
い
う
な
ら
、
学
習
院
で
は
「
我
を
し
て
万

事
を
裁
制
せ
し
む
る
可
な
り
」
、
し
か
し
「
世
間
果
し
て
此
の
如
き
こ
と
あ

ら
ん
や
」
と
止
を
刺
し
て
い
る
。

亨
吉
が
学
習
院
を
辞
退
し
た
の
は
「
江
湖
に
優
遊
し
て
自
適
せ
し
め
ん
」

た
め
で
は
な
い
。
後
年
〃
自
分
は
危
険
思
想
の
持
ち
主
だ
か
ら
″
を
表
面
上

（
魁
）

の
理
由
と
し
て
、
皇
太
子
の
教
育
係
を
断
わ
っ
た
時
と
同
じ
く
、
亨
吉
の
真

、
、
、
、
、
、

意
は
国
家
体
制
の
外
側
に
あ
っ
て
黙
し
て
語
ら
ず
の
体
制
批
判
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
行
動
す
る
漱
石
は
、
静
止
し
て
動
か
ぬ
亨
吉
を
解
脱
の
人

と
判
断
し
た
。
十
月
二
十
三
日
の
手
紙
に
対
す
る
返
書
が
な
か
っ
た
こ
と
で

漱
石
は
い
よ
い
よ
そ
の
念
を
強
く
し
た
。

L
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『

な
く
も
狩
野
亨
吉
か
ら
手
紙
が
き
た
。
正
に
こ
の
手
紙
が
舞
い
込
ん
で
来
た

が
た
め
に
漱
石
は
、
以
上
に
述
・
へ
て
き
た
如
く
、
「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
」

人
白
井
道
也
の
人
物
形
象
に
諸
食
の
矛
盾
及
び
混
乱
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
漱
石
は
、
自
己
の
一
面
（
拘
泥
す
る
人
）
を
道
也
に
投
影
さ
せ

る
一
方
で
、
亨
吉
の
一
面
（
解
脱
の
人
）
を
理
想
的
人
物
．
か
く
あ
り
た
き

人
・
願
望
の
対
象
と
し
て
影
が
形
に
沿
う
よ
う
に
、
道
也
の
中
に
仮
託
し
た
。

こ
れ
は
当
然
二
人
の
人
物
で
形
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
の
も
の
で
あ

づ
亀
そ
れ
を
漱
石
は
道
也
一
人
に
表
現
を
試
み
た
。
こ
の
こ
と
が
す
な
わ
ち
、

「
野
分
」
の
執
筆
を
遅
ら
せ
、
更
に
は
構
成
上
に
ズ
レ
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

、
、

静
止
し
て
動
か
ぬ
人
の
内
面
に
も
大
き
な
鶏
り
の
あ
る
こ
と
に
気
付
き
始

め
た
漱
石
は
、
『
三
四
郎
』
の
広
田
先
生
を
描
き
、
そ
し
て
『
野
分
』
に
お

、
、

け
る
白
井
道
也
の
二
面
性
を
、
『
こ
閏
ろ
』
の
先
生
ｌ
漱
石
ｌ
と
ｋ
ｌ
狩
野

亨
吉
ｌ
で
初
め
て
描
き
分
け
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
ホ
ト
、
ギ
ス
の
方
も
漸
の
事
で
十
二
月
二
十
日
〔
迄
〕
待
っ
て
貰
ひ
ま
し

た
」
（
明
調
・
皿
・
鋤
片
上
伸
宛
書
簡
）

（
２
）
「
愈
本
日
曜
か
ら
ホ
ト
、
ギ
ス
に
取
り
か
Ｌ
り
ま
し
た
」
（
明
調
◇
岨
・
皿

・
月
高
浜
虚
子
宛
書
簡
）

（
３
）
小
宮
豊
隆
『
漱
石
の
芸
術
』
（
昭
灯
・
皿
岩
波
書
店
）
の
ら
Ｃ
ｌ
］
９
頁
。

（
４
）
玉
井
啓
之
『
夏
目
漱
石
論
』
（
昭
副
・
加
桜
楓
社
）
の
調
頁
。

（
５
）
同
右
。

（
６
）
大
学
時
代
『
哲
学
雑
誌
』
の
編
集
委
員
と
し
て
知
己
を
得
た
漱
石
と
亨
吉
の

交
際
は
、
明
治
二
十
六
年
夏
、
「
紀
元
会
」
の
結
成
で
、
よ
り
親
し
さ
を
増
し

“
し
、
註

た
。
こ
の
こ
と
は
既
に
拙
稿
「
夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉
」
（
『
論
究
日
本
文
学
』

第
四
十
一
号
’
一
九
七
八
年
五
月
ｌ
）
に
詳
述
し
た
の
で
、
重
複
を
避
け
る
た

め
本
稿
で
は
二
人
の
人
生
観
及
び
社
会
観
を
中
心
に
論
を
す
す
め
る
。

（
７
）
越
智
治
雄
「
湫
石
私
論
」
（
昭
妬
・
６
角
川
害
店
）
の
別
頁
。

（
８
）
（
６
）
に
既
出
の
拙
稿
参
照
。

（
９
）
小
宮
豊
隆
「
『
文
学
論
』
解
説
」
（
新
書
版
獺
石
全
集
ｌ
全
三
十
四
巻
’
第
十

八
巻
・
昭
兜
・
２
岩
波
書
店
）
の
』
囲
頁
。

（
叩
）
明
治
三
十
年
十
二
月
七
日
付
狩
野
亨
吉
宛
書
簡
及
び
、
明
治
三
十
四
年
二
月

九
日
付
狩
野
亨
吉
他
三
名
宛
書
簡
参
照
。

（
ｕ
）
京
都
を
辞
職
し
た
時
の
み
な
ら
ず
、
亨
吉
の
場
合
は
常
に
窮
乏
し
て
い
た
。

亨
吉
の
日
記
に
は
、
書
籍
を
売
却
し
た
り
「
金
子
ノ
借
用
ヲ
依
頼
ス
ル
」
（
明

調
・
皿
・
胆
）
》
の
類
を
よ
く
見
る
。

（
皿
）
高
等
遊
民
の
雄
と
し
て
描
か
れ
た
「
そ
れ
か
ら
」
（
明
銘
・
６
・
”
１
ｍ
・

皿
）
の
代
助
が
、
「
今
日
に
不
自
由
の
な
い
も
の
が
、
何
を
苦
し
ん
で
劣
等
な

経
験
を
嘗
め
る
も
の
か
」
（
二
）
と
云
っ
て
職
に
就
か
な
か
っ
た
こ
と
と
対
照

し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
に
も
漱
石
と
亨
吉
の
比
が
で
き
る
。

（
昭
）
明
治
三
十
一
年
一
月
、
第
五
高
等
学
校
。
同
年
十
一
月
、
第
一
高
等
学
校
。

明
治
三
十
九
年
七
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
。

（
皿
）
大
正
二
年
「
東
宮
御
学
問
所
の
御
教
育
係
り
の
一
人
と
し
て
浜
尾
・
山
川
が

斯
の
人
な
ら
で
は
と
期
せ
ず
し
て
一
致
し
た
の
が
、
人
格
、
学
問
、
識
見
に
申

分
な
い
哲
人
狩
野
亨
吉
博
士
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
然
し
狩
野
先
生
は
狩
野
先

生
で
極
力
固
辞
し
続
け
た
。
理
由
は
、
自
分
は
唯
物
論
者
で
あ
る
。
他
の
日
皇

室
に
累
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
不
忠
こ
の
上
な
い
」
（
辰
野
隆
『
青
春
回

顧
』
）
の
“
Ｉ
髄
頁
。

（
＊
）
狩
野
亨
吉
の
年
譜
は
『
狩
野
亨
吉
遺
文
集
』
（
昭
詔
◆
、
岩
波
書
店
）
の

『
年
譜
』
に
従
っ
た
。

（
と
だ
・
た
み
こ
夙
川
学
院
短
期
大
学
助
教
授
）

妙
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